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キウス周堤墓群の魅力
今月の特集は、縄文時代に造られた、

「キウス周堤墓群」の魅力についてお伝えします。

　

研
究
者
が
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
を
初

め
て
見
た
の
は
、
明
治
か
ら
大
正
時

代
の
こ
と
で
す
。
大
き
な
く
ぼ
み
と

高
い
土
手
が
並
ぶ
巨
大
な
遺
跡
の
正

体
は
、
当
時
の
研
究
者
に
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

形
が
似
て
い
る
ア
イ
ヌ
の
チ
ャ
シ

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
昭
和
５

年
に
は
「
キ
ウ
ス
の
チ
ャ
シ
」
と
し

て
史
跡
に
仮
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、
昭
和
10
年
に
遺
跡

の
そ
ば
に
立
て
ら
れ
た
標
柱
と
説
明

板
で
す
。（『
千
歳
・
恵
庭
・
廣
島
三

村
銘
鑑
録
』（
１
９
５
３
）
よ
り
）

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
市
の
北
東

に
あ
る
馬
追
丘
陵
の
西
の
麓
、
標
高

15
～
20
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
の
緩
や
か

な
斜
面
上
に
縄
文
時
代
後
期
後
半

（
紀
元
前
１
，
２
０
０
年
頃
）
に
造

ら
れ
た
大
規
模
な
集
団
墓
で
す
。

　

地
面
に
円
く
大
き
な
く
ぼ
み
（
穴
）

を
掘
り
、
掘
り
上
げ
た
土
を
周
り
に

積
み
上
げ
る
こ
と
で
ド
ー
ナ
ツ
状
の

周
堤
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
円
い
区

画
の
中
に
た
く
さ
ん
の
お
墓
を
造
る

も
の
を
周
堤
墓
と
い
い
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
広
さ
約
4.9

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
指
定
地
内
に
８
基
の

周
堤
墓
が
存
在
し
ま
す
。
周
堤
を
含

む
直
径
は
30
～
75
メ
ー
ト
ル
、
周
堤

上
面
か
ら
く
ぼ
み
の
底
ま
で
は
0.5
～

5.4
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　

２
号
周
堤
墓
を
造
る
と
き
に
積
み

上
げ
ら
れ
た
土
の
量
は
、
推
定
で
最

大
３
，
４
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も

達
し
ま
す
。

　

く
ぼ
み
の
底
に
は
、
複
数
の
墓
穴

が
あ
り
、
立
石
（
石
の
墓
標
）
も
あ

り
ま
す
。
市
指
定
文
化
財
の
石
棒
は

４
号
周
堤
墓
周
堤
の
外
縁
の
墓
穴
に

副
葬
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
も
し

か
す
る
と
、
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
墓

穴
は
、
く
ぼ
み
の
中
だ
け
で
は
な
く
、

周
堤
の
上
や
外
縁
ま
で
、
た
く
さ
ん

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

周
堤
墓
は
、
葬そ

う
そ
う送
や
祭さ

い
し祀
（
豊
穣

へ
の
祈
り
と
感
謝
）
と
い
う
重
要
な

儀
式
に
関
係
す
る
当
時
の
社
会
組
織

を
示
す
も
の
と
し
て
、
と
て
も
重
要

で
す
。

　

中
で
も
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
現

在
も
地
表
面
か
ら
は
っ
き
り
と
確
認

で
き
る
大
き
さ
の
周
堤
墓
が
群
集
し

て
お
り
、
代
表
的
な
存
在
で
す
。

　

周
堤
墓
は
縄
文
文
化
固
有
の
お
墓

で
す
が
、
本
州
以
南
で
は
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
周
堤
墓
は

北
海
道
の
縄
文
固
有
の
お
墓
で
あ
る

と
も
言
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
千
歳
を
中
心
と
し
た
地

域
に
全
道
の
約
８
割
が
集
中
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
周
堤
墓
は
千
歳
で
生

ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
周
辺
に
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
図
の
と
お
り
、
遺
跡
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
沼
や
川
、
森

が
広
が
り
、
食
料
と
な
っ
た
動
植
物

が
豊
か
な
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、

　

縄
文
固
有
の
お
墓
？　

（１号周堤墓）（２号周堤墓）

　

ア
イ
ヌ
の
チ
ャ
シ
（
砦
）

　

と
考
え
ら
れ
た
周
堤
墓

　

キ
ウ
ス
周し

ゅ
う
て
い
ぼ
ぐ
ん

堤
墓
群
と
は
？　

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
大
き
さ
は
？　

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
く
ぼ
み
は
？

キウス周堤墓群と周辺の遺跡
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 埋蔵文化財センターでは、キウス周堤墓
群を見学するときのために、駐車場から周
堤墓までの見学路と１号・２号周堤墓に６
枚の説明板を設置しました。
 この説明板は、❶国史跡キウス周堤墓群、

❷周堤墓の見学ポイント ､❸キウス周堤墓の
立地、❹史跡指定地周辺地区の調査 ､❺キウ
ス２号周堤墓 ､❻キウス１号周堤墓です。
 高さ 150 ㎝、幅 60 ㎝と小型ですが、カ

ラー写真や図をたくさん使って、周堤墓群
を分かりやすく解説しています ( 冬期間は ､
取り外します）。

❻ キウス１号周堤墓
 外形では、２号・４号とともに最大規
模の周堤墓で、ほぼ完全な状態で遺

のこ

され
ています。内側のくぼみは、中心部分が
盛りあがっています。
 昭和 39 年 (1964) ７月に、千歳市教育委
員会によって、はじめて発掘調査が実施
されました。
 １号周堤墓の中心から周堤にかけて、
幅１～２ｍ、長さ 33 ｍの細長い溝を掘り、
67 ｍを調査しました。
 その結果、中心付近で５基の墓穴が見
つかりました。墓穴の形は、楕円形ある
いは円形で、深さは、60㎝ほどでした。
第４号墓からは、墓標と考えられる立石
が見つかっています。

❺ キウス２号周堤墓
　内側のくぼみの底から周堤の上までの
高さは、最大５．４ｍあり、造成による土
の移動量が最も多い周堤墓です。
　周堤の一部 ( １号墓側 ) が低くなって
おり、出入口が明瞭に分かります。
　昭和 40 年 (1965) ７月には、周堤墓の
中心付近で約 48 ｍの発掘調査が行われ、
楕円形の墓穴が１基見つかりました。
　この墓は、８個の石によって囲まれる
という特徴的なものでした。
　墓の周りからは、土偶の破片が出土し
ました。また、道路の拡幅によって露出
した周堤の断面が観察されました。

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

❸ キウス周堤墓群の立地
 日本海と太平洋を結ぶように広がる石狩低
地帯の東縁に、平均標高 100 ｍ未満の小高い
馬追丘陵が南北に横たわっています。
 馬追丘陵から石狩低地帯に流れ出る河川に
沿って、旧石器時代にはじまる人々の活動が
多くの遺跡として残されています。
 丘陵の西の低地帯一帯は、オサツトー (長
都沼 )やマオイトー (馬追沼 )などの湖沼を
含む広大な湿地帯となっていました。
　キウス周堤墓群は、馬追丘陵と湿地帯の間
(標高 15 ～ 20 ｍ ) にあります。
 湖沼や湿地は干拓され、現在はほとんど残っ
ていません。

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
キ
ウ

ス
周
堤
墓
群
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

写
真
や
図
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
、

８
基
の
周
堤
墓
の
特
徴
や
発
掘
調
査

の
歴
史
、
出
土
し
た
石
棒
（
市
指
定

文
化
財
）
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
歴
史
の

学
習
に
役
立
つ
よ
う
、
市
内
小
学
校

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
歴
史
や
遺
跡
を
学

ぶ
市
民
の
方
に
も
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
市
の
観
光
振
興
課
や
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
、
千
歳
駅
観
光

案
内
所
、
ミ
ナ
ク
ー
ル
な
ど
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

キウス周堤墓群の配置図および説明板の位置図
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❻
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❺

❻

キウス周堤墓群に説明板を設置しました
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世
界
遺
産
は
、
地
球
の
生
い

た
ち
と
私
た
ち
人
類
の
歴
史
に

よ
っ
て
誕
生
し
、
過
去
か
ら
現

在
、
そ
し
て
未
来
に
受
け
継
が

れ
て
い
く
貴
重
な
宝
で
す
。　

　

こ
の
宝
は
、
全
世
界
の
人
々

が
共
有
し
、
保
護
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
遺
産
に
は
、
建
物
や
記
念

物
、
遺
跡
な
ど
の
「
文
化
遺
産
」、

地
形
や
地
質
、生
態
系
な
ど
の「
自

然
遺
産
」、
両
方
の
性
質
を
も
っ

た
「
複
合
遺
産
」
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
数
は
、
平
成
25
年
６
月

現
在
、
981
件
。
そ
の
内
訳
は
、

文
化
遺
産
759
件
、
自
然
遺
産
193

件
、
複
合
遺
産
29
件
で
す
。

　

日
本
国
内
の
文
化
遺
産
は
、

奈
良
県
の
法
隆
寺
地
域
の
仏
教

建
造
物
や
広
島
県
の
厳
島
神
社
、

岩
手
県
の
平
泉
‐
仏
国
土
（
浄
土
）

を
表
す
建
築
・
庭
園
お
よ
び
考

古
学
的
遺
跡
群
や
、
本
年
６
月

21
日
に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製
糸

場
と
絹
産
業
遺
産
群
な
ど
、
14

件
で
す
。

　

ま
た
、
自
然
遺
産
は
、
青
森

県
と
秋
田
県
に
ま
た
が
る
白
神

①大船遺跡 ( 函館市 )

②垣ノ島遺跡 ( 函館市 )

③キウス周堤墓群 ( 千歳市 )

④北黄金貝塚 ( 伊達市 )

⑤鷲ノ木遺跡 ( 森町 )

⑥入江 ･ 高砂貝塚 ( 洞爺湖町 )

⑦三内丸山遺跡 ( 青森市 )

⑧小牧野遺跡 ( 青森市 )

⑨大森勝山遺跡 ( 弘前市 )

⑩長七谷地貝塚 ( 八戸市 )

⑪是川石器時代遺跡 ( 八戸市 )

⑫田小屋野貝塚 ( つがる市 )

⑬亀ヶ岡石器時代遺跡 ( つがる市 )

⑭大平山元遺跡 ( 外ヶ浜町 )

⑮二ツ森貝塚 ( 七戸町 )

⑯御所野遺跡 ( 一戸町） ⑰大湯環状列石 ( 鹿角市 ) ⑱伊勢堂岱遺跡 ( 北秋田市 )

　
 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、

   
こ
ん
な
と
こ
ろ

　

２
万
年
に
わ
た
る
千
歳
の
歴

史
を
語
る
文
化
財
を
研
究
し
、

大
切
に
保
管
す
る
施
設
で
す
。

　

市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

文
化
財
を
多
く
の
方
々
に
見
て

い
た
だ
く
展
示
室
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
器
・
石
器
つ
く
り
、

火
お
こ
し
な
ど
、
古
代
人
の
生

活
を
体
験
す
る
、
た
く
さ
ん
の

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

展示室の様子

お問い合わせ

埋蔵文化財センター
　
･FAX(24)４２１０

  Ｅメール maibun@city.chito
               se.hokkaido.jp

山
地
や
北
海
道
の
知
床
な
ど
、

４
件
で
す
。

※
国
内
に
複
合
遺
産
の
登
録
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
下
の
表
の
と
お
り
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
６
ペ
ー

ジ
の
図
に
あ
る
と
お
り
、
平
成

24
年
に
「
北
海
道
・
北
東
北
を

中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
に

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
北
海
道
・
北
東
北
を

中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
は
、

大
き
な
ム
ラ
や
貝
塚
、
お
墓
な

ど
、
そ
の
種
類
や
時
代
も
さ
ま

ざ
ま
な
18
の
史
跡
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
栄
え
た

縄
文
文
化
と
そ
の
価
値
を
世
界

に
発
信
す
る
た
め
に
、
現
在
、

世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

物件名 所　在 登録年月 区　分
１  法隆寺地域の仏教建造物  奈良県 平成５年 12 月 文化遺産
２  姫路城  兵庫県 〃 文化遺産
３  屋久島  鹿児島県 〃 自然遺産
４  白神山地  青森県・秋田県 〃 自然遺産
５  古都京都の文化財  京都府・滋賀県 平成６年 12 月 文化遺産
６  白川郷・五箇山の合掌造り集落  岐阜県・富山県 平成７年 12 月 文化遺産
７  原爆ドーム  広島県 平成８年 12 月 文化遺産
８  厳島神社  広島県 〃 文化遺産
９  古都奈良の文化財  奈良県 平成 10 年 12 月 文化遺産
10  日光の社寺  栃木県 平成 11 年 12 月 文化遺産
11  琉球王国のグスク及び関連遺産群  沖縄県 平成 12 年 12 月 文化遺産
12  紀伊山地の霊場と参詣道  和歌山県・三重県・奈良県 平成 16 年７月 文化遺産
13  知床  北海道 平成 17 年７月 自然遺産
14  石見銀山遺跡とその文化的景観  島根県 平成 19 年７月 文化遺産
15  小笠原諸島  東京都 平成 23 年６月 自然遺産

16  平泉－仏国土（浄土）を表す
 建築・庭園及び考古学的遺跡群  岩手県 〃 文化遺産

17  富士山－信仰の対象と芸術の源泉  静岡県・山梨県 平成 25 年６月 文化遺産
18  富岡製糸場と絹産業遺産群  群馬県 平成 26 年６月 文化遺産

　

世
界
遺
産
は
、
人
類
の
宝

　

世
界
遺
産
の
種
類　

　

国
内
の
世
界
遺
産
は
？

　

北
海
道
・
北
東
北
を
中
心

　

と
し
た
縄
文
遺
跡
群　
　

日本の世界遺産一覧表

札幌市

千歳市

室蘭市

函館市

青森市

秋田県

大館市 二戸市

弘前市 青森県
八戸市

❶

❸

❷

❹

❺

❻

❼❽❾
❿

⓬
⓭

⓮

⓯

⓰
⓱

⓲

⓫

北海道 ･ 北東北を
中心とした
縄文遺跡群

世界遺産の
登録をめざして

岩手県


